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　鎌倉市議会では、本会議のインターネッ
ト中継に引き続き、平成22年９月定例会か
ら、各常任委員会等についても中継を行っ
ています（録画映像も見ることができます）。
　本会議や実質
的な審査の場で
ある各常任委員
会等を是非ご覧
ください。

　
二
〇
一
一（
平
成
二
十
三
）年
、

初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
今
年
は「
う
さ
ぎ
」

年
、
飛
躍
の
年
で
す
。

　
松
尾
市
長
も
年
頭
の
挨
拶
で
今

年
の
目
標
と
し
て
「
挑
戦
す
る
市

役
所
、挑
戦
す
る
人
を
支
援・応
援

す
る
行
政
」を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
方
一
人
一
人
が
、
自
分
ら

し
い
希
望
に
向
け
て
挑
戦
し
て
い

る
町
は
、
活
気
に
溢
れ
た
魅
力
あ

る
町
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
都
市
計
画
の
先
駆
者
・
後
藤
新

平
氏
は「
市
民
一
人
一
人
が
市
長
」

「
自
治
は
市
民
の
中
に
あ
っ
て
、

決
し
て
よ
そ
に
は
な
い
」
と
い
う

言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、地
域
が
主
役
の
時
代
で
す
。  

　
鎌
倉
市
議
会
で
は
議
会
の
「
見

え
る
化
」
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
本
会
議
に
加
え
て
委
員

会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
昨

年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
主
役
で
あ

る
市
民
の
皆
様
に「
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
」
を

今
後
も
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
安
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健
人
）
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岡
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中継ページは、市議会ホームページから！
　本会議・委員会の中継は、市議会ホー
ムページ内、「会議中継システム」か
ら生中継及び録画映像を見ることがで
きます。
　そのほか、本会議・委員会の日程の
お知らせや市議会議員の紹介、議会の
流れや議会用語等の解説、さらに「会
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緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
、
十
一

月
二
十
五
日
に
十
一
月
臨
時
会
が

開
か
れ
、
鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
議
案

ほ
か
二
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
総
員

の
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
条
例
の
一
部
改
正
議
案
】

◎
鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

　

今
年
度
の
人
事
院
勧
告
の
内
容

を
踏
ま
え
、
本
市
職
員
の
給
与
に

つ
い
て
、
給
料
月
額
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
の
額
の
引
き
下
げ

改
定
を
行
う
と
と
も
に
、
五
十
五

歳
を
超
え
る
職
員
に
対
す
る
給
料

月
額
の
支
給
に
当
た
り
、
当
分
の

間
、
そ
の
一
定
割
合
を
減
ず
る
措

置
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
鎌
倉
市
常
勤
特
別
職
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例

◎
鎌
倉
市
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例

　

平
成
二
十
二
年
度
の
給
与
改
定

に
お
い
て
、
職
員
の
期
末
勤
勉
手

当
の
支
給
割
合
を
引
き
下
げ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
常
勤
特
別
職
職
員

及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
職
員
に
合
わ
せ
て
、
年
間

三
・
九
五
月
に
引
き
下
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
条
例
附
則
で
定
め
て
い

る
、
当
分
の
間
、
本
則
に
定
め
る

期
末
手
当
の
支
給
割
合
に
か
か
わ

ら
ず
、
年
間
の
支
給
割
合
を
三
・

一
月
と
す
る
特
例
の
支
給
割
合
に

つ
い
て
は
、
据
え
置
く
こ
と
と
す

る
も
の
で
す
。

　
十
二
月
定
例
会
で
可
決
し
た
議

案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
》

　

条
例
の
一
部
改
正
議
案
な
ど
が

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
総
員
の
賛

成
に
よ
り
、
可
決
し
ま
し
た
。

◎
鎌
倉
市
子
ど
も
会
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
か
じ
わ
ら
子
ど
も
の
家
」
の

深
沢
小
学
校
へ
の
移
転
に
伴
い
、

「
深
沢
第
一
子
ど
も
会
館
」
の
名

称
を
「
深
沢
子
ど
も
会
館
」
に
、

「
深
沢
第
二
子
ど
も
会
館
」
の
名

称
を
「
富
士
塚
子
ど
も
会
館
」
に

改
め
る
も
の
で
す
。

◎
鎌
倉
市
子
ど
も
の
家
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
か
じ
わ
ら
子
ど
も
の
家
（
す

ず
め
）」
の
名
称
を
「
ふ
か
さ
わ

子
ど
も
の
家
（
す
ず
め
）」
と
し
、

施
設
の
位
置
、
定
員
を
定
め
る
と

と
も
に
、「
ふ
か
さ
わ
子
ど
も
の

家
（
か
な
り
や
）」
の
名
称
を
「
ふ

じ
づ
か
子
ど
も
の
家
（
か
な
り

や
）」
に
改
め
る
も
の
で
す
。

◎
鎌
倉
市
公
共
下
水
道
事
業
受
益

者
分
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

市
街
化
調
整
区
域
の
下
水
道
整

備
に
お
け
る
受
益
者
の
分
担
金
を

賦
課
・
徴
収
す
る
た
め
、
本
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
分
担
金
の
一
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
単
価
、
賦

課
区
域
の
決
定
か
ら
賦
課
・
徴
収

等
の
手
続
き
、
徴
収
猶
予
や
減
免

等
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

《
指
定
管
理
者
の
指
定
》

　

次
の
五
件
を
総
員
の
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

○�

鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
鎌
倉
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

大
船
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）
の

指
定
管
理
者
を
特
定
非
営
利
活

動
法
人
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
運
営
会
議
に
指
定

○�

鎌
倉
市
勤
労
福
祉
会
館（
レ
イ・

ウ
ェ
ル
鎌
倉
）
の
指
定
管
理
者

を
レ
イ
・
ウ
ェ
ル
鎌
倉
管
理
運

営
共
同
事
業
体
に
指
定

○�

腰
越
漁
港
の
指
定
管
理
者
を
腰

越
漁
業
協
同
組
合
に
指
定

○�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
老
人

い
こ
い
の
家
（
名
越
や
す
ら
ぎ

セ
ン
タ
ー
、
教
養
セ
ン
タ
ー
、

今
泉
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
玉

縄
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
こ
ゆ

る
ぎ
荘
）
の
指
定
管
理
者
を
社

会
福
祉
法
人
鎌
倉
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
指
定

○�

鎌
倉
市
知
的
障
害
者
援
護
施
設

（
鎌
倉
は
ま
な
み
）の
指
定
管
理

者
を
社
会
福
祉
法
人
清
和
会
に

指
定

　

次
の
一
件
を
多
数
の
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

○�
鎌
倉
市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理

者
を
社
団
法
人
神
奈
川
県
土
地

建
物
保
全
協
会
に
指
定

　

指
定
期
間
は
、
六
件
と
も
平
成

二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
五

年
間
で
す
。

《
不
動
産
の
取
得
》

　

不
動
産
の
取
得
議
案
三
件
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま

し
た
。

○
鎌
倉
広
町
緑
地
用
地

　

土
地
の
所
在
は
、
鎌
倉
市
腰
越

字
室
ヶ
谷
八
百
十
一
番
ほ
か
十
筆

で
、地
目
は
原
野
、畑
及
び
山
林
、

面
積
は
二
万
三
十
四
平
方
メ
ー
ト

ル
、
取
得
価
格
は
六
億
千
五
百
二

十
四
万
四
千
百
四
十
円
で
す
。

○
鎌
倉
中
央
公
園
拡
大
区
域
（
台

峯
）
用
地

　

土
地
の
所
在
は
、
鎌
倉
市
山
崎

字
台
峯
二
千
六
百
三
番
ほ
か
四
十

八
筆
で
、
地
目
は
山
林
、
畑
及
び

田
、
面
積
は
二
万
五
千
六
百
九
十

九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
取
得
価
格
は

五
億
八
千
七
十
九
万
七
千
四
百
円

で
す
。

○（
仮
称
）山
ノ
内
西
瓜
ヶ
谷
緑
地

用
地

　

土
地
の
所
在
は
、
鎌
倉
市
山
ノ

内
字
西
瓜
ヶ
谷
千
百
四
十
番
一
の

一
部
ほ
か
三
筆
で
、
地
目
は
山
林

及
び
畑
、面
積
は
二
千
八
百
四
十
四

平
方
メ
ー
ト
ル
、
取
得
価
格
は
九

千
九
百
五
十
万
三
千
五
百
円
で
す
。

《
補
正
予
算
》

　

今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
議

案
三
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、一
般
会
計
は
多
数
の
賛
成
で
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
及
び
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
総
員

の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
（
第
四
号
）

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
七
億
五
千

七
百
三
十
万
円
を
追
加
す
る
も
の

で
、
補
正
後
の
総
額
は
五
百
八
十

八
億
三
千
四
百
七
十
万
円
と
な
り

ま
す
。

総�

務
費
…
鎌
倉
芸
術
館
施
設
利
用

等
減
免
負
担
金
、
市
税
等
過
誤

納
還
付
金
及
び
生
活
保
護
費
国

庫
負
担
金
等
の
返
還
金
の
追
加

民�

生
費
…
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
通
所
サ
ー
ビ
ス
等
に
係

る
経
費
、
だ
い
い
ち
子
ど
も
会

館
・
子
ど
も
の
家
の
地
質
調
査

等
に
係
る
経
費
及
び
小
児
医
療

費
助
成
事
業
に
係
る
経
費
な
ど

の
追
加

衛�

生
費
…
日
本
脳
炎
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
係
る
経
費
な
ど
の

追
加

商�

工
費
…
信
用
保
証
料
の
助
成
に

係
る
経
費
な
ど
の
追
加

土�

木
費
…
小
町
通
り
電
線
類
地
中

化
事
業
に
伴
う
支
障
物
件
移
設

補
償
に
係
る
経
費
、
深
沢
地
域

国
鉄
跡
地
周
辺
に
お
け
る
区
画

整
理
事
業
推
進
の
た
め
の
測
量

等
に
要
す
る
経
費
及
び
鎌
倉
風

致
保
存
会
へ
の
寄
附
金
等
の
経

費
の
追
加

教�

育
費
…
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
及
び
来
年
度
小
学
校
で
使
用

す
る
教
科
書
が
改
訂
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
教
員
用
教
科
指
導
書

等
の
購
入
に
係
る
経
費
な
ど
の

追
加

歳�

入
…
国
庫
支
出
金
、県
支
出
金
、

寄
附
金
、
繰
入
金
、
前
年
度
繰

越
金
及
び
市
債
の
追
加

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
子
ど
も
会

館
・
子
ど
も
の
家
整
備
事
業
及
び

深
沢
地
区
事
業
化
推
進
検
討
事
業

に
係
る
繰
越
明
許
費
の
追
加
並
び

に
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ほ

か
六
件
の
管
理
運
営
事
業
費
及
び

学
校
給
食
調
理
委
託
事
業
費
に
係

る
債
務
負
担
行
為
の
追
加
の
ほ

か
、
地
方
債
に
お
い
て
も
所
要
の

補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
一
号
）

　

鎌
倉
処
理
区
汚
水
管
渠
等
修
繕

事
業
に
つ
い
て
翌
年
度
へ
繰
越
明

許
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

（
第
二
号
）

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
一
千
百
四

十
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
補

正
後
の
総
額
は
百
七
十
五
億
三
千

六
百
二
十
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

固
定
資
産 

　
　

評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

市
長
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
総
員
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月

七
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

牧
浦　

義
孝
氏
（
玉
縄
在
住
）

横
松　

佐
智
子
氏
（
長
谷
在
住
）

山
口　

吉
一
氏
（
常
盤
在
住
）

議決された
主な議案
議決された
主な議案

1 1
月
臨
時
会
開
催

　
今
定
例
会
前
の
十
一
月
二
十
五

日
に
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、市
長
か
ら
山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施

設
の
整
備
に
か
わ
る
代
替
案
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑
応
答
が

あ
り
ま
し
た
。報
告
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

　

生
ご
み
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
る

山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
の
整
備
を

見
直
す
と
し
て
き
た
が
、
新
た
な

施
設
を
建
設
せ
ず
、
市
民
や
事
業

者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ご
み
焼
却
量
を
削
減
す
る
方
策
を

ま
と
め
た
。

　

こ
の
方
策
に
よ
れ
ば
、
施
設
を

建
設
す
る
よ
り
費
用
が
廉
価
で
、

環
境
負
荷
が
少
な
く
な
る
が
、
こ

の
方
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

本
市
の
ご
み
処
理
の
状
況
に
つ
い

て
、
市
民
や
事
業
者
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

続
い
て
、
四
つ
の
ご
み
焼
却
量

削
減
策
が
示
さ
れ
た
。

「
家
庭・地
域
に
対
す
る
働
き
か
け
」

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
さ
ら

な
る
普
及
促
進
な
ど
。

「
事
業
所
・
商
店
街
に
対
す
る
働

き
か
け
」

　

資
源
物
分
別
の
徹
底
に
よ
る
焼

却
量
の
削
減
な
ど
。

「
そ
の
他
の
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
の
方
策
」

　

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
引
き
続
き
推
進
。

「
制
度
と
し
て
の
ご
み
の
減
量
化

誘
導
方
策
の
実
施
」

　

家
庭
の
燃
や
す
ご
み
の
戸
別
収

集
、
有
料
化
。
事
業
系
ご
み
処
理

手
数
料
の
改
定
。（
仮
称
）「
鎌
倉

の
ご
み
未
来
を
考
え
行
動
す
る
市

民
会
議
」
の
創
設
。

山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
の
整
備
に

か
わ
る
代
替
案
に
つ
い
て

全
員
協
議
会

編
集
後
記


